講演論文のタイトルをここに記入してください
○ 発表者氏名（所属）・共同発表者氏名（所属）

概要：研究の目的、方法、主な結果、意義を200～300字程度で簡潔に記述してください。講演論文は、研究の背景や問題意識を共有し、当日の議論につなげるための要旨です。過度に詳細な説明よりも、参加者が研究の全体像を理解できる記述を重視してください。
キーワード：情報教育、教育DX、プログラミング教育、データサイエンス、教材開発（3～5語程度）



1. はじめに
本テンプレートは、次世代情報教育研究会における講演論文の標準書式を示すものです。講演論文はA4判2枚以上4枚以内とし、この分量には本文、図表、注、謝辞、参考文献をすべて含めます。用紙サイズはA4判、余白は上35mm、下25mm、左右20mmに設定してください。
本文は9pt程度の明朝体・2段組を基本とし、段間は約7mm、段落冒頭は1字下げを目安とします。タイトルは16pt程度のゴシック体で中央揃え、概要は200～300字程度、キーワードは3～5語程度で記載してください。図表には通し番号とキャプションを付け、参考文献は本文中の引用番号と対応させます。
本文中で文献を参照する場合は、文末または該当箇所に[1]のような番号を付け、末尾の参考文献リストと対応させます。Webページを参照する場合は、著者・機関名、ページ名、URLを可能な範囲で記載してください。
2. 原稿作成上の注意
2.1 分量とページ設定
講演論文の分量はA4判2枚～4枚です。この制限には、本文、図表、注、謝辞、参考文献を含めます。
2.2 表記と文章
固有名詞、ソフトウェア名、バージョン、実施時期、対象者数など、研究の再現性や理解に関わる情報はできるだけ具体的に記載します。一方で、個人情報や学校・組織が特定される情報を記載する場合は、研究倫理上の配慮を行ってください。
生成AIを研究・実践・原稿作成の過程で利用した場合は、必要に応じて利用範囲を明記してください。
3. 見出しの付け方
章見出しは「1. はじめに」のように番号を付けます。節見出しを用いる場合は「1.1 研究背景」のように章番号と対応させてください。
一般的な構成例は、1. はじめに、2. 方法、3. 結果、4. 考察、5. まとめ、謝辞、参考文献です。開発研究や実践報告の場合は、2. システムまたは教材の概要、3. 実践の概要、4. 評価、5. 今後の課題のように変更しても構いません。
4. 図表の扱い
図表は本文中で必ず参照し、図1、表1のように通し番号を付けてください。図のキャプションは図の下、表のキャプションは表の上に置くことを基本とします。

表1　評価観点の記載例
	観点
	記載例

	対象
	大学生32名、中学生30名など

	方法
	質問紙、ログ分析、作品分析など

	指標
	平均、標準偏差、自由記述の分類など



 謝辞
研究助成、共同研究者、実践協力校、調査協力者などへの謝辞を必要に応じて記載してください。謝辞が不要な場合は、削除して構いません。
参考文献
[1] 著者名：論文題目，掲載誌名，巻(号)，開始頁–終了頁（発行年）
[2] 著者名：書名，出版社（発行年）
[3] 機関名：Webページ名，URL

